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市　長

コラム

支
え
あ
う
阿
久
根
の
た
め
に

「
議
会
の
有
様
を
本
当
に
わ
か
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
一
番
権
力
を
持
っ
て
い
る

の
は
議
会
で
す
よ
。」
こ
の
よ
う
に
名
古

屋
の
河
村
市
長
が
言
い
ま
し
た
。

橋
下
大
阪
府
知
事
は
「
議
会
に
は
本
当

に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
議
員
は
市
民
の
た

め
で
は
な
く
、
首
長
が
好
き
か
嫌
い
か
で

物
事
を
決
め
て
い
ま
す
。」
と
言
っ
て
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
で
議
会
の
ル
ー
ル
を

知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
議
会
の
仕
組
み
を
知
ら
な
い
ま

ま
、「
日
本
は
議
会
制
民
主
主
義
の
国
だ
」

と
信
じ
て
い
ま
す
。
仕
組
み
を
知
ら
な
い

の
に
信
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。

変
で
す
ね
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
も
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
議

員
を
２
年
半
、
そ
し
て
市
長
を
約
２
年
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
合
計
４
年
半

も
体
験
し
て
、
や
っ
と
真
実
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
責
任
の
無
い
議
会
多

数
派
が
最
高
権
力
者
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
先
ず
、

議
会
の
不
思
議
な
仕
組
み
を
知
っ
て
く
だ

さ
い
。

議
会
運
営
の
き
ま
り
ご
と

１　

議
会
を
開
く
の
は
議
長
、
市
長
は
招

集
す
る
だ
け
。

２　

市
長
は
質
問
に
答
え
る
だ
け
、
議
員

へ
の
質
問
は
で
き
な
い
。

３　

議
員
間
の
議
論
は
で
き
な
い
。
発
言

者
の
意
見
を
聞
く
だ
け
。

責
任

４　

議
員
の
多
数
決
で
決
め
る
が
、
議
員

は
責
任
を
負
わ
な
い
。

５　

議
決
を
執
行
し
た
と
き
、
市
長
だ
け

が
責
任
を
負
う
。

つ
ま
り
、議
会
は
多
数
派
の
独
裁
で
す
。

議
決
に
も
発
言
に
も
法
的
責
任
が
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
議
員
は
好
き
嫌
い
で
勝
手

に
物
事
を
決
め
ら
れ
る
。
お
か
げ
で
責
任

者
の
市
長
は
議
員
の
機
嫌
取
り
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

普
通
の
市
長
は
、
市
民
全
体
の
た
め
と

言
う
よ
り
も
、
体
裁
を
保
ち
な
が
ら
議
員

と
取
引
と
妥
協
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
波
風

が
立
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
私
は
取
引
を
せ

ず
、
阿
久
根
市
民
全
体
の
公
益
を
最
優
先

さ
せ
る
の
で
利
益
を
損
ね
る
者
た
ち
が
騒

ぎ
立
て
る
の
で
す
。

私
が
専
決
し
た
こ
と
で
公
益
に
反
す
る

も
の
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
自

身
は
も
ち
ろ
ん
、
議
員
や
職
員
に
損
を
さ

せ
て
で
も
市
民
の
願
い
を
叶
え
よ
う
と
す

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

私
は
２
年
半
、
阿
久
根
市
議
会
議
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
阿
久
根

市
議
会
多
数
派
の
方
々
の
能
力
と
気
持
ち

が
理
解
で
き
ま
す
。
な
ぜ
彼
ら
が
議
員
に

な
り
た
か
っ
た
の
か
も
、
な
ぜ
私
が
提
出

す
る
議
案
に
反
対
し
続
け
る
の
か
も
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
単
純
で
す
。「
彼
ら
も
ご

く
普
通
の
人
間
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
と
の
違
い
は
、「
議
員
は
楽
し

て
儲
か
る
」
の
を
良
く
知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
上
、
多
数
派
に
い
れ

ば
安
心
し
て
世
間
の
目
や
皆
さ
ん
の
願
い

を
無
視
で
き
て
し
ま
う
。

し
か
し
、「
竹
原
は
、
議
員
定
数
削
減

を
言
い
出
し
た
り
、
議
員
報
酬
を
日
当
制

に
す
る
な
ど
、
既
得
権
益
の
邪
魔
ば
か
り

す
る
の
で
憎
く
て
し
ょ
う
が
な
い
」

そ
れ
で
、「
市
長
自
身
の
給
料
カ
ッ
ト

や
職
員
ボ
ー
ナ
ス
を
半
減
し
て
税
金
を
下

げ
る
の
も
竹
原
の
人
気
取
り
に
し
か
見
え

な
い
」
だ
か
ら
、「
竹
原
を
早
く
や
め
さ

せ
て
自
分
た
ち
が
笑
い
合
え
る
阿
久
根
市

に
早
く
戻
し
た
い
」

で
も
、「
市
長
不
信
任
を
出
し
て
も
自

分
た
ち
が
議
員
に
再
就
職
で
き
る
自
信
は

無
い
」
こ
の
様
に
考
え
て
い
ま
す
。

予
定（
楽
な
儲
け
）を
狂
わ
せ
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
気
の
毒
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
阿
久
根
市
に
は
収
入
が
極
端
に
少
な

い
な
ど
、
様
々
な
理
由
で
生
活
に
苦
労
を

し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
居
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
々
の
痛
み
や
苦
し
み
に
寄
り
添

い
、
支
え
る
議
員
に
変
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
多
数
派
議
員
の
皆
さ
ん
が
お

持
ち
の
大
き
な
権
力
を
阿
久
根
市
の
将
来

の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
で
多
数
の
皆
さ
ん
が
本
気
で
取
り

組
め
ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
阿
久
根
市
を

す
ば
ら
し
い
ま
ち
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

本
当
に
で
き
る
の
で
す
。

阿
久
根
市
長　

竹
原　

信
一
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秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間
が
終
わ
り
ま
し

た
。
阿
久
根
の
皆
さ
ん
も
多
く
の
方
が
街
頭

に
立
っ
て
、
交
通
安
全
に
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。

私
も
現
職
警
察
官
と
し
て
、
交
通
指
導
取

締
り
を
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
（
９
月
22

日
の
朝
）
初
め
て
、
一
市
民
と
し
て
、
阿
久

根
駅
前
に
立
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
警
察
官
根
性
が
残
っ
て
い
た
の

か
、
駅
前
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
中
学
生
に

対
し
、
思
わ
ず
「
職
務
質
問
？
」
を
し
て
し

ま
い
、
結
果
は
、﹇
プ
チ
家
出
﹈
中
学
生
と

判
り
、
阿
久
根
警
察
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
安
全
を
願
っ
て

街
頭
に
立
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
お
金
や
私
益

の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
が
警
察
官
だ
っ
た
時
、
あ
る

警
察
署
で
飲
酒
運
転
の
検
挙
件
数
を
挙
げ
る

た
め
、
１
件
あ
た
り
1000
円
の
報
償
金
が
、
警

察
の
《
裏
金
》
か
ら
検
挙
し
た
警
察
官
に
渡

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
月
に
30
件
の

検
挙
件
数
が
200

件
に
激
増
し
、
と
う
と
う
、

違
反
で
は
な
い
人
（
少
し
の
飲
酒
は
検
挙
出

来
な
い
）
ま
で
、不
正
に
検
挙
し
て
し
ま
う
、

つ
ま
り
、
無
実
の
人
を
罪
に
陥
お
と
し
いれ
た
《
冤え
ん

罪ざ
い

》状
況
に
ま
で
走
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

幸
か
不
幸
か
、
報
償
金
に
当
て
る
裏
金
が

底
を
つ
き
、
悪あ

し
き
こ
の
制
度
は
半
年
で
無

く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
検
挙
件
数
が

激
減
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
は
、
お
金
が
絡
む
と
《
良
心
》
ま
で
も

無
く
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
阿
久
根
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
守
る
た
め
、
ま
た
阿
久
根
市
の
破は

綻た
ん

を
防

ぐ
た
め
に
、
現
在
、
竹
原
市
長
が
行
っ
て
い

る
○
市
長
、副
市
長
の
給
与
、ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
○
市
役
所
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

○
市
会
議
員
の
日
当
１
万
円

等
々
に
対
す
る
多
数
派
議
員
や
職
員
労
働
組

合
の
猛
烈
な
反
対
と
同
じ
よ
う
に
思
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
た
め
に
頑
張
る

の
で
は
な
く
、
自
分
の
保
身
や
既
得
権
益
の

た
め
に
必
死
で
頑
張
る
姿
が
、《
裏
金
》
の

一
部
を
必
死
に
貰も
ら

お
う
と
頑
張
っ
て
い
た
警

察
官
達
と
重
な
り
、
と
て
も
残
念
で
す
。

 

警
察
の
《
裏
金
》
に
一
度
も
手
を
染
め

な
い
で
定
年
退
職
し
た
警
察
官
は
、
全
国
で

私
一
人
で
す
が
、
30
年
後
に
は
第
二
の
「
仙

交
通
安
全
と
裏
金

仙波
体 記験

波
敏
郎
」
が
出
て
来
る
と
願
っ
て
い
ま
す
。

喜
劇
王
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
、

﹇
人
生
に
必
要
な
も
の
は
、
勇
気
と
想
像
力

と
ほ
ん
の
少
し
の
お
金
で
あ
る
﹈

と
の
名
言
を
残
し
ま
し
た
。

阿
久
根
市
政
の
「
舵か
じ

取と

り
」
を
誰
に
任
せ

る
か
を
決
め
る
の
は
、
阿
久
根
に
生
ま
れ
、

育
ち
、
阿
久
根
で
人
生
を
終
え
る
皆
さ
ん
で

す
。今

、
阿
久
根
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
阿
久
根

の
将
来
に
何
を
残
す
べ
き
な
の
か
を
強
く
問

わ
れ
て
い
る
「
時
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

阿
久
根
市
副
市
長　

仙
波　

敏
郎

市長コラム…………………●❷

仙波体験記…………………●❸

人事行政の運営等の

　状況について……………●❹

市役所からのお知らせ……●❾

図書館へ行こう……………●10

みんなのアルバム…………●12

くらしの情報………………●14

健康コーナー………………●16

うぶごえ・おくやみ………●19

９月29日、県道下東郷阿久根線の

山下地区と尾崎地区間の未改良区間

の開通式がありました。開通式では、

尾崎小の児童による「尾崎三尺棒踊

り（写真）」の披露や、地区民、関

係者などによる通り初めも行われ、

開通を祝いました。

県道下東郷阿久根線
尾崎地区開通式

主な内容

今月の表紙

平成22年10月15日発行

広報あくね10月号
№765

開通を祝い「尾崎三尺棒踊り」を披露
する尾崎小の児童
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公平性と透明性を高めるために

人事行政の運営等の状況を公表します
「阿久根市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免、職員数、給与、勤務時間等

について公表します。この条例は、本市の人事行政の運営等の状況を市民の皆様に公表することにより、その公

平性と透明性を高めることを目的としています。本市においては、毎年10月末日までに前年度の人事行政の運営

等の状況について公表することとしています。

※問い合わせ先　総務課　職員係　☎７３－１２１１（内線１２１５）

１ 職員の任免および職員数に関する状況
⑴　採用者数と退職者数について

Ｈ21.４.１
現在職員数

Ｈ21年度
退職者等

派遣等に
よる異動

Ｈ21年度
中途採用者

Ｈ22.４.１
新規採用者

Ｈ22.４.１
現在職員数

２２４名 △１５名 １名 １名 ０名 ２１１名

⑵　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区分

部門

職員数（人） 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
Ｈ21年 Ｈ22年

一
般
行
政
部
門

議 会 ５ ５ ０

総務・企画 ５１ ５０ △　１ 欠員不補充

税 務 １４ １３ △　１ 　　〃

民 生 ２８ ２５ △　３ 　　〃

衛 生 １７ １６ △　１ 　　〃

労 働 ０ ０ ０

農 林 水 産 ３３ ３２ △　１ 欠員不補充

商 工 ５ ４ △　１ 　　〃

土 木 ２４ ２２ △　２ 　　〃

小 計 １７７ １６７ △１０

特
別
行

政
部
門

教 育
（注）

２２ ２０ △　２ 欠員不補充

小 計 ２２ ２０ △　２

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 ０ ０ ０

水 道 １１ １０ △　１ 欠員不補充

そ の 他 １４ １４ ０

小 計 ２５ ２４ △　１

合 計 ２２４ ２１１ △１３

（注）　教育長を含んだ数字です。

⑶　職員数の推移　　　　　単位：人（各年度４月１日現在）
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一般行政関係職員数
（教育・消防行政、公営企業等除く）
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※教育長を除く一般職の職員数です。

平成22年４月１日現在の職員数は、平成12年４

月１日と比較して118名減少し、211名です。
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２ 職員の給与の状況
⑴　職員給与（平成21年度）

⑵　職員の初任給の状況（平成22年４月１日現在）

区　　　分
阿久根市 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 161,600円 172,200円
高校卒 140,100円 140,100円

⑶　一般行政職の級別職員数等の状況（平成22年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な
職務内容

主事補･技師補
主事･技師

主事・技師 主任 主査･係長等 課長補佐等 課長等 指定課長

職員数（人） 12 11 19 62 47 14 3 168

構成比（％） 7.1 6.5 11.3 36.9 28.0 8.3 1.8 100.0

10人

20人

30人

40人

50人

60人

70人

80人

90人

金額区分
200万～
300万未満

300万～
400万未満

400万～
500万未満

500万～
600万未満

600万～
700万未満

700万～
800万未満

800万～
900万未満

合　計

正規職員数 10人 29人 14人 38人 78人 47人 1人 217人

●平成21年度職員給与総額（特別職を含む227人） 12億9,604万 867円

●平成21年度共済費（事業所負担分）総額（特別職を含む227人） 2億6,787万9,163円
●平成21年度退職金総額（特別職を除く13人） 2億5,042万2,859円

24歳
275万

28歳
350万

31歳
435万

39歳
550万

49歳
660万

53歳
730万

53歳
840万
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⑷　職員の手当の状況

ア　期末勤勉手当

阿 久 根 市 国
（21年度支給割合） （21年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.40月分 0.72月分 ６月期 1.25月分 0.70月分以内
12月期 1.35月分 0.62月分 12月期 1.50月分 0.70月分以内
計 2.75月分 1.34月分 計 2.75月分 1.40月分以内

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

（注）阿久根市の勤勉手当については支給実績です。（６月期に改正ができなかったため、12月期で調整しています）

イ　退職手当（平成22年４月１日現在）

阿 久 根 市 国
（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.50月分 32.76月分 勤続２０年 23.50月分 30.55月分
勤続２５年 33.50月分 41.34月分 勤続２５年 33.50月分 41.34月分
勤続３５年 47.50月分 59.28月分 勤続３５年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の 定年前早期退職特例措置 その他の 定年前早期退職特例措置
加算措置 （２％～20％加算） 加算措置 （２％～20％加算）
退職時特別昇給 無 退職時特別昇給 無

（注）１　本市は平成18年度から鹿児島県市町村退職手当組合に加入しています。
２　その他の加算措置については、勧奨退職者扱いのみ適用しています。

ウ　特殊勤務手当（平成22年４月１日現在）

支給実績（21年度） 430千円
支給職員１人当たり平均支給年額（21年度） 17,192円
職員全体に占める手当支給職員の割合（21年度） 11.1％
手当の種類（手当数） 13

主 な 手 当 の 名 称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
徴 税 手 当 徴 税 事 務 従 事 員 市 税 徴 収 月額　1,500円
保 健 師 手 当 保 健 師 保 健 指 導 月額　1,500円
生活保護従事手当 生活保護事務従事員 保 護 月額　3,500円

エ　時間外勤務手当

支給実績（19年度） 19,467千円
支給職員１人当たり平均支給年額（19年度） 95千円
支給実績（20年度） 16,961千円
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度） 89千円
支給実績（21年度） 21,087千円
支給職員１人当たり平均支給年額（21年度） 111千円

オ　その他の手当（平成22年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（21年度）

支給職員１人当たり
平均支給年額（21年度）

扶 養 手 当

①配偶者 13,000円
②配偶者以外 6,500円
③配偶者がない場合 11,000円
・満16歳の年度始めから満22歳の年度
末までの子　１人につき5,000円加算

同 37,077千円 261,108円

住 居 手 当
借家（家賃12,000円以上）
家賃の額に応じて最高27,000円まで 同 12,880千円 192,243円

通 勤 手 当
２㎞以上３㎞未満は2,750円
以下１㎞増すごとに750円加算
15㎞以上最高支給額12,500円

異
距離の区分
が異なる

9,345千円 41,907円

管理職手当 課長 22,600円、指定課長 23,700円 異 支給率が異なる 5,140千円 256,983円

休日勤務手当
勤務１時間当たりの給与額に100分の
135を乗じた額

同 391千円 65,091円
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３ 特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在）

区　　分 給料月額等

給
料

市 長
副 市 長
教 育 長

480,000円（800,000円）
（634,000円）
（587,000円）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

333,900円（371,000円）
261,000円（290,000円）
236,700円（263,000円）

期　

末　

手　

当

市 長
副 市 長
教 育 長

（平成21年度支給割合）
６月期　　1.60月分
12月期　　1.45月分
　計　　　3.05月分

議 長
副 議 長
議 員

（平成21年度支給割合）
６月期　　1.60月分
12月期　　1.45月分
　計　　　3.05月分

退
職
手
当

市 長
副 市 長
教 育 長

（算定方式）　　　　　（支給時期）
給料×在職月数×0.4　　１期ごとに支給
給料×在職月数×0.3　　　　 同上
給料×在職月数×0.3　　　　 同上

（注）１　市長の給料は、平成21年８月１日から40％減
額して支給しています。

２　議長等の報酬は、平成21年５月１日から10％
減額して支給しています。

３　（　）内の額が条例に規定されている額です。
４　期末手当については支給実績です。（６月期
に改正ができなかったため、12月期で調整し
ています）

４ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成22年４月１日現在）

区　　　　　分 状　　　　　　　　況
勤 務 時 間 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
休 憩 時 間 上記勤務時間内に45分
勤務を要しない日 国民の祝日、土曜日、日曜日、12月29日～１月３日

年 次 休 暇
１年につき20日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可。平成21年の平
均取得日数は、一人当たり9.7日でした。

そ の 他 の 休 暇 等 病気休暇、特別休暇、育児休業等

※　市民サービスの一環として実施する市民環境課・税務課・生きがい対策課の窓口延長に伴い遅出出勤を導入しています。窓口延
長は、毎日午後６時までとなっています。ぜひ、ご利用ください。

⑵　懲戒処分者数（平成21年度） （単位：件）

処分の種類
処分の具体的事由

免職 停職 減給 戒告 合計

一般服務違反関係
信用失墜行為 0 0 0 0 0

その他 ※1 0 0 0 1

道路交通法違反
職務遂行中 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合　　　計 1 0 0 0 1

※　当該職員は、復職しています。

５ 職員の分限及び懲戒処分

⑴　分限処分者数（平成21年度） （単位：件）

処分の種類
処分の具体的事由

免職 降任 休職 降給 合計

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 0 0 0

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃
職、過員を生じた場合

0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

条例で定める事由による場合 0 0 0 0 0

合　　　計 0 0 0 0 0

職員に対する分限処分は、公務

の能率の維持および適正な運営の

確保という観点から行われる処分

で免職、降任、休職、降給の種類

があります。

また、懲戒処分は、職員の非違

行為に対して、職場の秩序を維持

し、回復を図るために行われる処

分で免職、停職、減給および戒告

の種類があります。

平成21年度においては、左表の

とおりです。
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６ 職員の服務の状況

地方公務員法第30条の規定により、職員は、全体の奉仕

者として公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たって

は全力を挙げてこれに専念しなければならないとされてい

ます。

この服務の根本基準を実行するために、職員には地方公

務員法の規定により次のような職務上の義務があります。

・法令および上司の職務上の命令に従う義務

・信用失墜行為の禁止　・秘密を守る義務

・職務に専念する義務　・政治的行為等の制限

・争議行為等の禁止　　・営利企業等の従事制限

８ 職員の福祉および利益の保護の状況

⑴　職員の健康診断の状況（平成21年度）

区　　　分 受診者数
定期健康診断 １６８人

人間ドック

２日ドック ２９人
１日ドック １５人
脳ドック １０人
節目ドック ３人

結核検診 １６８人
ＶＤＴ検診 １４９人

⑵　阿久根市職員互助会の代表的な給付金等の状況
（平成22年４月１日現在）

区　　　　　分 給付額等
うち、公
費負担分

会員の会費等
による負担分

人間ドック
費用助成

２日ドック 15,000円 0円 15,000円
１日ドック 11,000円 0円 11,000円
脳ドック 11,000円 0円 11,000円

死亡弔慰金

会員 50,000円 0円 50,000円
配偶者 30,000円 0円 30,000円
父母、子並び
に同居家族

10,000円 0円 10,000円

疾病見舞金

15日以上の
病休者

10,000円 0円 10,000円

重度の傷害
の場合

20,000円 0円 20,000円

結婚祝金 30,000円 0円 30,000円

出産祝金
一人につき
（子）

10,000円 0円 10,000円

⑶　公務災害補償制度（平成21年度）

加入団体 災害件数 災害の概要
地方公務員災害補償基金
鹿児島県支部

1件
保育活動中に
おけるケガ

９ 勤務条件に関する措置の要求等の状況

（平成21年度）

勤務条件に関する措置の要求 0件
不利益処分に関する申立ての状況 4件

７ 職員の研修および勤務成績の評定の状況

研修実績（平成21年度）

研　　修　　名 修了･受講人員

自
治
研
修

セ
ン
タ
ー

基本研修
一般職員研修 ２１人
管理監督者研修 １８人

専門研修 ２１人

そ

の

他

独
自
研
修

派遣研修 ２５人
人権同和問題研修 １２３人
法制執務研修（中級） ３１人
その他 １０１人

る基本研修に、新規採用職員や採用後３～５年、７～９年、12年以上の職員および係長以上の職員を参加させてい

ます。

専門研修では、自己啓発等のための法制研修や人事考課・勤務評定者研修、新地方公会計制度研修に参加してい

ます。

市独自の研修として、人権同和問題研修や法制執務研修（中級）を実施しました。

また、市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）等に職員を派遣し、市町村税徴収事務や法令実務等の講座に

参加しています。

平成17年３月に策定した「阿久根市人材育成基本方

針」では『現状を見直し、自己と地域社会の未来を豊

かに創造できる「未来創造型職員を目指せ」』をテー

マに、自己啓発、職場研修、職場外研修の３つを研修

の大きな柱と位置付け人材育成を推進してきています。

平成21年度に行った研修の主なものは表のとおりです。

なお、勤務成績の評定については、平成18年度から

「人事評価制度」を実施しています。

鹿児島県市町村振興協会自治研修センターで行われ

（うち、３件は処分取消し判定、１件が審査中）
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Akune City
Information 市役所からの

お知らせ

乗合タクシー

消　防

■秋季全国火災予防運動について

秋季全国火災予防運動が11月９日㈫から15日
㈪までの７日間実施されます。この時期は、火
を使う機会が多くなり、空気も乾燥しますので
十分注意しましょう。万一火が出たときには、
一人で消そうとせずに、隣近所に火事を知ら
せ、すみやかに119番をしてください。
一般の人が消火できる限度は、天井に火が回
るまでです。それ以上燃え広がった場合は危険
ですから、すばやく避難し、消防隊にまかせま
しょう。

◇火事を出さないポイント
　・火を使う時は、その場を離れない。
　・火を消した時は、完全に消えていることを
確認する。

　・出かける前や寝る前に火の元を確かめる。

お知らせ

◇運 行 日　月曜・水曜・金曜

◇運行時間

行き　１便　各地域　７時00分発→的　場　７時30分着

２便　各地域　８時00分発→的　場　８時30分着

３便　各地域　10時00分発→的　場　10時30分着

帰り　１便　的　場　11時30分発→各地域　12時00分着

２便　的　場　12時30分発→各地域　13時00分着

３便　的　場　15時30分発→各地域　16時00分着

本市の観光振興に自由にお
使いいただくため、個人や団体
に、水産商工観光課にある観光
用ポスター（右の３種類）を無
償で差し上げます。
なお、在庫がなくなり次第
終了しますので、ご了承くださ
い。

※問い合わせ先
水産商工観光課
☎７３－１２１１

（内線１１１１）

観光ポスターの無償提供について

10月から大川地区乗合タクシーの
運行時間と運賃が変わりました

今年４月から運行開始している、大川地区の各集落と的場地区を結ぶ大川地区乗合タクシー

の運行時間と運賃が10月１日から次のとおり変わりました。

◇運賃　一人１回200円

＊予約　☎０９０－３６６５－８４８４

※問い合わせ先

水産商工観光課商工観光係

☎７３－１２１１

（内線１１１１）

阿久根消防署からのお知らせ
■住宅用火災警報器の設置はお済みですか？

火災による死者を減少させることを目的とし

て、住宅用火災警報器等の設置が義務付けられ

ています。（既存の住宅は、平成23年５月31日

までに設置する必要があります。）

＊火災による死者のほとんどは逃げ遅れによる

ものです。住宅用火災警報器は、逃げ遅れを

防ぐために有効です。

＊各地で悪質な訪問販売（不適正な価格・無理

強い販売など）が報告されていますのでご注

意ください。

※問い合わせ先

阿久根消防署　　☎７２－０１１９
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図書館へ行こうY

■
図
書
館
に
つ
い
て

◇
貸
出
冊
数　

１
人
６
冊
ま
で

◇
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
開

館

日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
、
祝
日

◇
開
館
時
間　

９
時
か
ら
19

時
ま
で

◇
休

館

日

　

・
毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
平
日
）

　

・
12

月
29

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

　

・
特
別
整
理
期
間

（
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

＊
本
は
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

■
読
み
た
い
本
が
棚
に
な
い
場
合
は
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
は
、
図
書
館
に
戻
り
次
第
ご
連
絡
し
ま

す
。
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
に
つ
い
て
も
、
県
立
図
書
館
な
ど
他

の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
て
提
供
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
郷
土
資
料
館
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

民
具
展
示
室
（
２
階
奥
）
と
歴
史
資
料
館
（
３
階
）
が
あ
り
ま
す
。
県
指

定
文
化
財
の
阿
久
根
砲
、
河
南
源
兵
衛
の
海
運
業
資
料
な
ど
、
貴
重
な
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
の
郷
土
誌
の
貸
出
・
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
入
館
料
は
無
料
で
す
）。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
立
図
書
館　

☎
（
７
２
）
０
６
０
７

読書は、私たちの想像力や感情を豊かにしてくれ
るとともに、表現力も向上させてくれます。
過ごしやすい秋の夜長、ゆったりとした時間の流

れの中で、読書を楽しんでみてはいかがでしょうか。
今年は国民読書年です。阿久根市立図書館では、

この国民読書年にあわせた特別企画として、６冊（通
常５冊）まで本を借りることができます。祝祭日も
夜７時まで開館しておりますので、皆様の来館をお
待ちしております。

国道3号

阿久根駅

阿久根
小学校

市立図書館

中央公園
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図書館へ行こうY

秋の夜長におすすめの本

『人生、90歳からおもしろ

いY』 やなせたかし　著

おれは老人の星なんだ。老

いたるアイドル「オイドル」

だY毎日が新鮮な90歳、やな

せたかしが日常を綴る。

子ども教室へようこそ！
図書館では、毎月、子ども教室を開催してい
ます。楽しいお話し会や手作り教室など、すべ
て無料で参加できます。

◇今後の子ども教室の予定
　・10月16日㈯　映画会　
　・10月23日㈯　バンビ教室（お話し会）
　・10月30日㈯　手作り教室（カードケース）
＊午後２時から開催します。
＊11月以降は、広報誌と一緒に配布している「こ
よん（あくね市民カレンダー）」で確認して
ください。

おすすめ絵本のコーナー
子どもの頃、お父さんやお母さんに本を読ん
でもらった思い出はいつまでも心に残るもので
す。図書館には、おすすめ絵本のコーナーを設
けています。はじめての方でも安心して絵本を
選ぶことができます。秋の夜長、子どもと一緒
にお話の世界を楽しんでみませんか？

『本に親しむ集い』
（図書館まつり）を開催します！

今年も、皆さんを素敵な物語の世界へご案内
します。ご家族・お友達をお誘い合わせのうえ、
ぜひお越しください。
なお、当日市立図書館は休館します。
◇日　時　11月20日㈯　13時～
◇場　所　市民会館大ホール
◇内　容　親子読書会、おひさまクラブによる

実演、本のリサイクル市など

『おしんの遺言』

橋田壽賀子　著

ＮＨＫ連続テレビ小説「お

しん」の主人公の名にちなん

だ「芯」「真」など12の文字に、

著者の生き方を重ね合わせて

綴る。

『向田邦子全集　全11巻・

別巻２』 向田邦子　著

直木賞を受賞した翌年、飛

行機事故で急逝した作家、向

田邦子。鹿児島にも縁の深い

著者の珠玉の作品集。

市民の皆様へ

阿久根市立図書館管理運営責任者
NPO法人 ぷれでお　川﨑徹志 理事長

図
書
館
は
、
夜
７
時
ま
で

開
い
て
い
ま
す
。
お
仕
事

の
後
に
も
ど
う
ぞ
。
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ドライバーにガランツを渡す参加者

市では、毎年、高齢者の皆さんから交通安全・防犯標語を募集しております。今年の

入賞作品を紹介します（金賞は、同点で２点あります。敬称略）。

◇市長賞　猪谷　照志（新町区）　「車歩共に　マテの心が　身を守る」

◇金　賞　濵田　正市（大林区）　「可愛い子　事故で亡くすな　日本の宝」

◇金　賞　中山　勝久（段　区）　「加齢で落ちる身体機能　自信過剰は事故のもと」

◇銅　賞　中山サチ子（段　区）　「横断歩道　手を上げて　孫に学んだ交通マナー」

楽しい話題などをお知らせください。

秘書広報係☎７３ー１２１１（内線1214）

まちの話題

みんなのアルバム

青空のもとグラウンドゴルフで汗を流す参加者

交流深め 安全意識高める
－第12回阿久根交通・地域安全グラウンド･ゴルフ大会－
９月28日、総合運動公園で第12回阿久根交通・地域安全グラ

ウンド・ゴルフ大会が開催されました。参加者は、練習の成果

を競う一方で、合間には交通・地域安全の講習があり、安全意

識を高めていました。大会結果は次のとおりです（敬称略）。

＊団体の部　優勝：瀬之浦上Ｂ　　準優勝：さわやか西目Ｃ

　　　　　　３位：赤瀬川ＧＧ同好会Ａ

＊個人の部　優勝：新町登三男　準優勝：大尾房江

　　　　　　３位：上野用助　４位：大曲勝明　５位：中山勝久

交通安全・防犯標語コンクール

秋の全国交通安全運動にあわせ　ガランツ作戦
－阿久根地区交通安全協会大川支部－

秋の全国交通安全運動の初日にあたる９月21日、阿久根地

区交通安全協会大川支部の関係者ら50名が、国道３号沿いの

「道の駅阿久根」でガランツ作戦を行いました。

このガランツ作戦では、本市特産のイワシやキビナゴの干

物200袋が準備され、参加者がドライバーに「安全運転をお

願いします」などと声をかけながら配り、ドライバーも笑顔

で受け取っていました。
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バーベキューで交流を深める参加者

多くの人でにぎわった「エコリア北薩リサイクル祭り」

リデュース･リユース･リサイクル
－エコリア北薩リサイクル祭り－

リサイクルセンターエコリア北薩では、８月２日から８月

29日までの期間、施設のしくみなどの展示や実際の運転状況

などの見学があり、多くの来場者に「リサイクル」について

理解を深めていただきました。

また、８月29日の最終日には粗大ごみから修理再生された

自転車や折りたたみベッドなどの抽選会や、書籍などの無料

頒布などもあり、多くの人でにぎわいました。

婚活イベントが行われました
－阿久根商工会議所青年部主催－

９月19日・20日の２日間にわたり、婚活事業「ときめいて

阿久根」が開催されました。この事業は、阿久根商工会議所

青年部創立20周年事業の一環として、阿久根で出会いの場を

提供し、地域活性化につなげようと開催したものです。

男性17名、女性11名の参加者は、初日の19日には青年の家

で自己紹介や歓談、バーベキューなどで交流を深め、翌20日

には番所丘公園で男女ペアを組みグラウンド・ゴルフを楽し

みました。そして、最後には２組のカップルが誕生しました。

声援を受け力泳する団員

鋭いヒットを打つ脇本小ソフトボール少年団Ａの選手

白熱した熱戦を展開
－第27回ロータリー旗争奪少年ソフトボール大会－
９月23日、市総合運動公園ソフトボール場で第27回ロータ
リー旗争奪阿久根・長島地区少年ソフトボール大会が行われ
ました。大会には17チームが参加し、Ａ・Ｂの２ブロックに
わかれて、熱戦が展開されました。主な大会結果は次のとお
りです。

＊Ａブロック　優　勝：脇本小ソフトボール少年団Ａ
　　　　　　　準優勝：城川内ソフトボール少年団Ａ
＊Ｂブロック　優　勝：山下ソフトボール少年団
　　　　　　　準優勝：城川内ソフトボール少年団Ｂ

先輩から後輩へ 泳ぎ継がれる伝統
－阿久根水泳スポーツ少年団　水泳マラソン－

９月23日、阿久根水泳スポーツ少年団の団員ら38名が、Ｂ

＆Ｇプールで同少年団の中学生３年生を送り出す際の伝統行

事の水泳マラソンに挑戦しました。水泳マラソンでは、団

員が25ｍ～200ｍのリレー方式でハーフマラソンに相当する

21.1㎞の距離を泳ぎ、午前８時30分のスタートから５時間39

分22秒でゴールしました。キャプテンの若松怜雅くん（阿久

根中３年）は「後輩たちには、この伝統の水泳マラソンを受

け継いでもらいたい」と話していました。

投稿
記事
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◉お待ちしています◉
11月20日オープン

みんなの部屋
健康
ドリンク

新

鮮
野菜コーナー昼

食のセット朝
食のセット

◎朝食セット･昼食セットや単品で飲み物とサラダも有ります。
【住所】　阿久根市塩鶴町�-��　　　電話（0996）６４－６２８８番
【営業時間】　朝７時より夜７時まで【お問合せ】 ��-����（岩﨑一男）

☆ 農産物直売所もあります
野菜や、果物、その他、地元の農産物を豊富に揃えています。地元の方の
手作りで、生産者の名前もはっきりとしていますので、安心してお買い求
め頂けます。宅配も出来ます、ダンボール箱も準備して有ります、荷作り
に手伝いが必要な方はお手伝いします、ガムテープは無料です、どうぞ手
ぶらでおこしください、『作れます・持ち込めます・手伝います・すぐ送れ
ます』を大切にしています。
☆ モーニング、ランチ、デザート、サラダ、ジュース
コーヒーの他、和食と洋食が選べるモーニング・日替わりランチ・特製サ
ラダ・出来たての野菜ジュース・コーヒーに
合うデザートも用意してお待ちしております。
☆ 沢山の方にお越し頂ける様に
１人でも気軽にお立ち寄りいただけるように
カウンターのお席や、小さいお子様連れの方
でも安心してお越し頂ける様に、お座敷や市
販の離乳食など準備しお待ちしております。

阿
駅

阿中
おれんじ鉄道 川

内
３号線

阿中入口信号 土
田

佐
潟

ここ

北 南駐車場

保存版

くらしの情報

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
１
時
間
当
た
り

642
円
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
10
月
28
日

㈭
か
ら
発
効
し
ま
す
。

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

最
低
賃
金
が
時
間
額
642
円
に
Y

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
面
積
以
上

の
大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で

す
。
取
引
の
規
模
が
次
の
場
合
、
権
利
取
得

者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）
は
、
知

事
あ
て
の
届
出
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
、
契
約
を
結
ん
だ
日
を
含
め
て
２
週
間
以

内
に
土
地
の
所
在
す
る
市
役
所
へ
届
け
出
て

下
さ
い
。

◇
取
引
の
規
模
（
面
積
用
件
）

　

・
市
街
化
区
域　
　

２
千
㎡
以
上

　

・
都
市
計
画
区
域　
　

５
千
㎡
以
上

　

・
そ
の
他
の
区
域　
　

１
万
㎡
以
上

※
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課
企
画
推
進
係

☎
７
３
（
１
２
１
１
）（
内
線
１
２
３
２
）

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
に
つ
い
て

宅
地
や
建
物
の
取
引
や
相
続
、
登
記
、
税

金
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
２
日
㈫　

10
時
〜
15
時

◇
場
所　

出
水
市
中
央
公
民
館

※
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
建
築
課
管
理
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

◇
日
時　

11
月
10
日
㈬　

10
時
〜
15
時

◇
場
所

阿
久
根
市
中
央
公
民
館（
市
民
会
館
）１
階

◇
相
談
内
容

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
等
の

年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
。
年
金
手

帳
、
年
金
証
書
、
印
か
ん
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
代
理
人
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６
（
代
表
）

年
金
に
つ
い
て

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
健
康
体
操
ヨ
ガ
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
25

日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
（
受
講
料
は

無
料
で
す
）。

◇
日
時　

10
月
27
日
㈬　

10
時
〜
12
時

◇
場
所　

阿
久
根
市
民
会
館
第
５
会
議
室

◇
定
員　

25
名

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
（
７
３
）
４
８
８
８

介
護
予
防
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
剪
定
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
25
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
（
受
講
料
は
無
料

で
す
）。

◇
日
時　

10
月
28
日
㈭　

９
時
30
分
〜
15
時

◇
場
所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◇
講
師　

鹿
児
島
造
園
技
術
専
門
校
指
導
員

◇
定
員　

25
名

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
（
７
３
）
４
８
８
８

剪
定
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

◇
テ
ー
マ

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉
事
情
と
認
知
症
ケ

ア
に
つ
い
て
」

◇
日
時　

11
月
28
日
㈰　

10
時
〜
12
時
30
分

◇
場
所　

出
水
市
中
央
公
民
館

◇
定
員　

150
名
（
参
加
は
無
料
）

◇
応
募
期
間　

10
月
31
日
㈰
ま
で

＊
受
講
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
往
復
は
が
き

か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
８
９
９
ー
０
４
０
２

出
水
市
麓
町
29
ー
１

出
水
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

鳥
飼

メ
ー
ル　

koukaikouza_ot@
yahoo.co.jp

☎
（
６
２
）
０
４
１
９

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
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衣替えの
季節です

★礼服＆きもの＆羽毛 キャンペーン中�
★㊗七五三きもの準備中�

（防虫加工は、無料です。）

おしゃれを楽しむ季節
シミぬきしましょう�
◉ ◉ ◉ ◉

がんばれ
　阿久根市

くらしの情報

有限会社 榎田通信サービス

監視カメラ設置販売
ビジネスホン設置販売
無線LAN工事
光ネットワーク構築

阿久根市大丸町90-29 ☎７２－３１７４
FAX７３－３５９５

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
10
月
25
日
㈪
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
な
お
、
請
求
書
類
は
、
当
基

金
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。

◇
対
象
者

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存

命
の
方

※
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
の
方
へ

15
歳
以
上
40
歳
未
満
の
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
の
進
路
相
談
、
就
労
相
談

な
ど
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ご
し
ま
静
活
館

☎
０
１
２
０
（
５
４
）
１
６
３
５

不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー

等
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

県
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
企
業
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
13
日
㈯　

13
時
〜
16
時
30
分

◇
場
所　

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
前
２
│
10
│
19

）

◇
対
象
者　

来
春
卒
業
予
定
者
お
よ
び
35
歳

「
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
へ
」

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

未
満
の
若
年
者

※
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
２
８

登
記
、
税
金
、
地
デ
ジ
、
食
品
表
示
、
道

路
な
ど
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
26
日
㈫　

10
時
30
分
〜
15
時

◇
場
所　

川
内
文
化
ホ
ー
ル
第
１
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
３
２
４
７

暮
ら
し
の
何
で
も
行
政
相
談
所

開
設
に
つ
い
て

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効

期
限
は
切
れ
て
ま
せ
ん
か

来
春
、
鹿
児
島
市
の
吉
野
公
園
を
メ
ー
ン

会
場
に
全
国
規
模
の
花
と
緑
の
博
覧
会
「
花

か
ご
し
ま
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
博
覧
会
を
契
機
に
、
花
・
緑
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
花
・
緑
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
応
募
資
格
は
、
住
宅
な
ど
の
花
壇
や
バ

ル
コ
ニ
ー
、
テ
ラ
ス
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に

鑑
賞
で
き
る
場
所
を
花
や
緑
で
飾
っ
て
い
る

花
・
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

個
人
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

花
か
ご
し
ま
２
０
１
１
事
務
局（
県
庁
内
）

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
６
２

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
労
働
者

の
方
な
ど
に
つ
い
て
、
健
康
被
害
の
労
災
補

償
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
８
０

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健

康
被
害
の
補
償
制
度
に
つ
い
て

◇
日
時　

11
月
７
日
㈰　

８
時
〜
17
時

◇
場
所　

本
町
通
り

秋
の
市

市
民
懇
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

・
10
月
15
日
㈮　

牧
内
公
民
館

・
10
月
18
日
㈪　

上
野
公
民
館

・
10
月
20
日
㈬　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
町

・
10
月
21
日
㈭　

高
松
公
民
館

・
10
月
25
日
㈪　

古
里
公
民
館

・
10
月
27
日
㈬　

本
町
公
民
館

・
10
月
28
日
㈭　

桐
野
下
公
民
館

・
10
月
29
日
㈮　

高
之
口
公
民
館

・
11
月
２
日
㈫　

潟
区
公
民
館

＊
い
ず
れ
も
時
間
は
19
時
〜
21
時

※
問
い
合
わ
せ
先　
　

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
４
）

市
民
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て



－ 16－

新型インフルエンザ予防接種のお知らせ
平成22年度　新型インフルエンザワクチン接種

実　施　協　力　医　療　機　関

医療機関名
対 象 者

電話番号 予約が
必 要通 院

患 者
一 般
来院者

阿　

久　

根　

市

脇 本 病 院 ○ × 75-2121
黒 木 胃 腸 科 外 科 医 院 ○ ○ 75-0200
出水郡医師会立阿久根市民病院 ○ × 73-1331 ○
植 村 整 形 外 科 ○ × 72-1041 ○
し み ず こ ど も 医 院 ○ ○ 68-0633 ○
有 村 産 婦 人 科 内 科 ○ ○ 73-4180 ○
上 園 医 院 ○ ○ 73-1055
北 国 医 院 ○ ○ 72-0016 ○
山 田 ク リ ニ ッ ク ○ ○ 72-0420 ○
内 山 病 院 ○ ○ 73-1551
喜 多 医 院 ○ ○ 72-0038
林 胃 腸 科 外 科 ○ ○ 73-3639
門 松 医 院 ○ ○ 64-6100
鶴 見 医 院 ○ ○ 73-0553
い ま む ら ク リ ニ ッ ク ○ ○ 73-1700

出　
　

水　
　

市

吉 井 医 院 ○ ○ 67-1111
境 田 医 院 ○ ○ 67-2600
よしだ泌尿器科クリニック ○ ○ 63-7800
東 医 院 ○ ○ 67-1861
整形外科ばばぐちクリニック ○ × 64-8260 ○
出 水 総 合 医 療 セ ン タ ー ○ ○ 67-1611 ○
林 泌 尿 器 科 ク リ ニ ッ ク ○ ○ 64-8800 ○
つ か さ と ク リ ニ ッ ク ○ ○ 67-5560
市 川 医 院 ○ ○ 63-3151
広 瀬 産 婦 人 科 医 院 ○ × 62-1559 ○
お か だ ク リ ニ ッ ク ○ ○ 63-7011
三 慶 医 院 ○ ○ 63-2333
白 男 川 ク リ ニ ッ ク ○ ○ 62-0009 ○
出 水 病 院 ○ × 62-0419
吉 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 ○ ○ 62-0170
二 宮 医 院 ○ ○ 62-0167
ク リ ニ ッ ク ・ な か む ら ○ × 62-0241 ○
福 永 内 科 循 環 器 科 ○ ○ 62-8200
キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク ○ ○ 63-7707
わかすぎ皮フ科クリニック ○ ○ 64-1313
平 田 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク ○ ○ 62-8801
し も ぞ の ク リ ニ ッ ク ○ × 63-8300 ○
せき耳鼻咽喉科クリニック ○ ○ 64-1187
楠 元 内 科 医 院 ○ ○ 62-8600
吉 井 中 央 病 院 ○ ○ 62-3111
こ ど も ク リ ニ ッ ク 永 松 ○ ○ 64-1500 ○
さ く ら 通 り ク リ ニ ッ ク ○ ○ 62-2311
高 尾 野 医 療 セ ン タ ー ○ ○ 82-0017
朝 倉 医 院 ○ ○ 82-0065 ○
奥 田 蘇 明 会 医 院 ○ ○ 82-3998
友 愛 ク リ ニ ッ ク ○ ○ 64-2101 ○
恒 吉 医 院 ○ ○ 82-0048
荘 記 念 病 院 ○ ○ 82-3113
野 田 診 療 所 ○ ○ 84-2023 ○
来 仙 医 院 ○ ○ 84-2005

（注）吉井中央病院、吉井医院‥‥13歳以上のみ接種可

昨年大流行した新型インフルエンザは多くの市民

の方々が感染し、社会的にも混乱を招きました。市

では、インフルエンザの流行シーズンを前に、感染

による重症者等の発生をできる限り減らすことを目

的に国が行う新たな対応策により、次のとおり予防

接種を実施します。（接種を受ける法律上の義務は

ありません。希望者のみです。）

◇対 象 者　接種日に阿久根市に住所を有する方

（優先順位はありません）

◇実施期間　平成22年10月15日～平成23年３月31日

◇自己負担

65歳以上の
高齢者等

１,０００円
＊接種の際は、予診票（広報あくね

10月号と同時配布）を必ず持参

13歳未満の方
（２回接種）

１回目、２回目ともに
１,０００円

13歳以上
65歳未満の方

２,０００円

生活保護世帯
の方

自己負担なし
（市が発行する証明書が必要です。）

＊65歳未満の方の予診票等は医療機関窓口に準備し

てあります。本人確認ができる保険証等を持参し

てください。

＊ワクチンの種類

季節性インフルエンザワクチンと新型インフルエ

ンザワクチンを併せたワクチン（３価ワクチン）

＊接種できる出水地区の医療機関は右表のとおりで

す。

＊出水地区以外の医療機関を利用される65歳未満の

方は、「接種費用助成金交付申請書」を持参する

必要がありますので保健予防係までご連絡くださ

い。

※問い合わせ先

健康増進課保健予防係（15番窓口）

☎７３－１２１１（内線１４５７）
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８月の総合健診を受けられなかった方を対象に
12月２日(木)と12月３日(金)に総合健診を行います
希望の健診を組み合わせて受けられます。

◇場　　所　　12月２日㈭：ＪＡ鹿児島いずみ阿久根事業所、12月３日㈮：脇本地区公民館

◇受付時間　　８時～11時

◇検査機関　　ＪＡ鹿児島厚生連健康管理センター

＊ＪＡの職員健診と合同で実施します。

＊特定健診は保険証が必要です。

＊事前の申込みが必要です。

下記の問い合わせ先へご連絡ください。

10月は、ピンクリボン月間です。
市では、12月下旬と１月上旬に「子宮頸がん検診」と「乳がん検診」を行います。ぜひ、受

診しましょう。詳しくは、健康増進課保健予防係へお問い合わせください。

献血と同時に健康チェックができます！！
－「輝けヤングハート＆ヘルス事業」　12月18日・19日実施予定－

鹿児島県赤十字センターと阿久根市健康増進課の協働により若年層の健康増進・疾病予防対

策事業を「輝けヤングハート＆ヘルス事業」として次のとおり実施します。なお、参加者には

ペンダント型体脂肪計を贈呈いたします。このほか、各種健康測定器具による健康測定も実施

します。

◇開催日時　　12月18日㈯・19日㈰〔産業祭と同時開催〕

◇開催場所　　市Ｂ＆Ｇ体育館内外

◇対 象 者　　市内在住の18歳から40歳未満の方

◇事業内容　　400㎖の献血に御協力いただいた方に、特定健診に近い血液検査を実施

（HDLとLDLの計測等）
＊ただし、前回の献血から男性で12週間以上、女性で16週間以上経過期間があることが必要です。

日本脳炎予防接種について
平成22年４月から日本脳炎の第１期の標準的な接種期間に該当する者（３歳に対する初回接

種）に対して接種勧奨を行っております。接種勧奨の再開に伴い、勧奨差し控えによって接種

を受けなかった方も接種できるようになりました。ただし、７歳半から８歳の方は９歳になっ

てから接種可能となりますのでご了承ください。接種を希望される場合は健康増進課保健予防

係へお問い合わせください。

※問い合わせ先　　健康増進課保健予防係（15番窓口）

☎７３－１２１１（１４５７・１４５８・１４６１）

特定健診は無料
なのね♪
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「
あ
ん
た
は
、
そ
こ
の
家
の
子
ね
。」

私
が
家
の
近
所
を
散
歩
し
て
い
る

と
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
話
し
か
け

て
き
た
。

私
が
住
ん
で
い
る
大
川
は
、
山
と

海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
土
地

だ
。
自
然
が
豊
か
で
、
心
が
あ
た
た

か
い
人
々
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い

る
。私
の
故
郷
大
川
の
自
慢
で
あ
る
。

知
ら
な
い
お
ば
あ
さ
ん
に
い
き
な

り
話
し
か
け
ら
れ
た
の
で
、
私
は
少

し
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

話
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
と
て
も
明

る
く
、
楽
し
い
お
ば
あ
さ
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん

と
話
し
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く

て
、
家
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
そ
の
こ
と

を
話
し
た
。
す
る
と
母
が
、「
外
を

歩
い
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見

も
あ
る
し
、
近
所
の
人
に
顔
を
覚
え

て
も
ら
え
る
か
ら
、
何
か
あ
っ
た
ら

助
け
て
も
ら
え
る
ん
だ
よ
。」と
言
っ

た
。
今
ま
で
の
私
だ
っ
た
ら
、「
そ

ん
な
こ
と
、当
た
り
前
だ
。」
と
言
っ

て
い
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に

近
所
の
人
の
あ
た
た
か
さ
に
触
れ
て

み
て
、
心
か
ら
母
の
言
葉
に
う
な
ず

く
こ
と
が
で
き
た
。

私
の
通
っ
て
い
る
大
川
中
学
校

は
、毎
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

「
シ
ル
バ
ー
フ
レ
ン
ド
活
動
」
と
い

う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー

フ
レ
ン
ド
活
動
は
、
自
分
の
住
む
地

域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と

茶
話
会
を
し
た
り
、
地
域
の
掃
除
を

し
た
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
だ
り
す
る
活
動
の
こ
と
だ
。

去
年
、
シ
ル
バ
ー
フ
レ
ン
ド
活
動

に
参
加
す
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
私

は
、
う
ま
く
お
年
寄
り
の
方
と
話
が

で
き
る
か
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。

「
い
つ
も
よ
り
ど
れ
く
ら
い
大
き
な

声
で
話
し
を
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
滑
舌
は
よ
い
方
が
い
い
の
だ
ろ

う
か
。」
な
ど
、
会
話
を
す
る
寸
前

ま
で
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
お
年

寄
り
の
方
々
と
話
し
て
い
る
と
、
と

て
も
元
気
な
方
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
。

「
あ
ん
た
は
誰
の
子
ど
も
ね
。」「
こ

の
料
理
は
ね
、
私
が
作
っ
た
ん
だ

よ
。」
な
ど
、
た
く
さ
ん
話
し
か
け

て
も
ら
っ
た
。
お
年
寄
り
の
方
か
ら

話
し
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
多

く
、
と
て
も
驚
い
た
と
同
時
に
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
。
偶
然
、
そ
の
地

域
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

と
て
も
親
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

が
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
お
年
寄
り
の
方
々

と
接
す
る
機
会
は
、
と
て
も
貴
重
で

あ
る
。
お
年
寄
り
の
方
々
は
、
私

た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。「
大
川
の
子
ど
も
は
大

川
で
育
て
る
」
と
い
う
お
年
寄
り
の

方
々
の
あ
た
た
か
さ
が
伝
わ
り
、
胸

が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た
。

先
日
、
国
語
の
授
業
で
短
歌
を
学

習
し
た
。
そ
の
授
業
の
中
で
、「
グ

ラ
ン
ビ
ュ
ー
阿
久
根
」
近
く
の
公
園

に
、
田
中
常
憲
さ
ん
の
歌
碑
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。

歌
碑
に
は
、「
生
れ
郷　

初
恋
の

郷　

父
母
の
郷　

故
郷
よ
阿
久
根
よ

な
つ
か
し
き
か
な
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
短
歌
を
読
ん
で
私
は
、
田

中
常
憲
さ
ん
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
自
分
の
故
郷
で
あ
る
阿
久
根
を

忘
れ
ず
、
誇
り
に
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
の

故
郷
を
と
て
も
愛
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
感
じ
た
。

そ
の
授
業
の
中
で
、
私
の
故
郷
大

川
の
素
材
を
生
か
し
た
短
歌
を
作
っ

た
。「
見
上
げ
れ
ば　

お
お
い
か
ぶ

さ
る　

梅
の
花　

し
だ
れ
梅
咲
く　

大
川
の
町
」
し
だ
れ
梅
は
、
表
川
内

地
区
に
あ
り
、
毎
年
二
月
頃
に
満
開

を
迎
え
る
。
私
に
と
っ
て
し
だ
れ
梅

も
、
大
切
な
故
郷
の
誇
り
で
あ
る
。

私
の
故
郷
は
、
自
然
豊
か
で
、
心

が
あ
た
た
か
い
人
が
た
く
さ
ん
住

み
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。
こ
ん

な
に
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
生
活
で
き

て
い
る
私
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
。

し
か
し
、
こ
の
先
見
知
ら
ぬ
土
地

で
暮
ら
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
私
は
い
つ
ま
で
も
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
大
川
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
私
が
こ
れ

か
ら
大
川
に
で
き
る
こ
と
は
、
大
川

の
素
晴
ら
し
さ
を
後
世
に
伝
え
る
こ

と
だ
。
こ
の
美
し
い
故
郷
が
い
つ
ま

で
も
続
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

こ
め
て
。

故
郷
の
誇
り

大
川
中
２
年　

神
田　

莉
菜

県弁論大会で優良賞を受賞
－大川中２年　神田　莉奈　さん－

平成22年度第32回「少年の主張鹿児島県大会」が鹿児島
市で開催され、大川中２年の神田　莉奈さんが、優良賞を受
賞しました。
この大会には、県内の中学校から、約5,500点の応募があ

り、一次審査に合格した神田さんら10名が、多くの聴衆を
前に自らの主張を堂々と力強く発表しました。今回は、その
弁論を紹介します。

家
や
倉
庫
な
ど
を
建
て
た
い
と

き
や
駐
車
場
を
造
る
と
き
は
、
登

記
簿
上
、
そ
の
土
地
の
地
目
が
田

や
畑
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
耕
作
し

て
い
な
く
て
も
必
ず
許
可
が
必
要

で
す
。

こ
れ
は
、
農
地
を
宅
地
や
山
林

な
ど
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
接

の
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
な
い
よ
う
、
国
が
定
め
た
農
地

法
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
で
調
査

を
行
い
、
審
査
し
て
か
ら
、
最
終

的
に
県
か
ら
許
可
が
与
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
土
地
に
家
な
ど

を
建
築
す
る
と
き
は
、
農
地
で
な

い
か
、十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、

農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

田
畑
へ
の
家
屋
等
の
建
築
は

許
可
が
必
要
で
す
。
事
前
に

必
ず
「
地
目
確
認
」
を
Y
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先
日
、
県
道
下
東
郷
阿
久
根
線
尾

崎
地
区
の
改
良
区
間
が
完
成
し
、
開

通
式
が
あ
り
ま
し
た
（
表
紙
）。

式
典
で
は
、
改
良
区
間
に
完
成
し

た
橋
を
「
ホ
タ
ル
橋
」
と
命
名
し
た

尾
崎
小
の
児
童
が
、「
こ
の
橋
の
た

も
と
を
流
れ
る
川
か
ら
た
く
さ
ん
ホ

タ
ル
が
集
ま
り
、
明
る
く
照
ら
し
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
命
名

し
ま
し
た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
橋
の
名
前
を
記
し
た
橋
名

版
も
尾
崎
小
の
児
童
が
書
い
た
も
の

で
作
成
し
て
あ
る
そ
う
で
す
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
道
路
が
地
域
の

方
に
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ホ
タ
ル

が
集
ま
る
水
清
ら
か
な
地
域
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

（
角
島
）

阿

久

根

短

歌

会

阿

久

根

短

歌

会
※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

鮮
烈
に
夏
日
盛
り
を
カ
ン
ナ
咲
く
折
を
り
通
る
道
の
べ
の
土
手 

折　

口　

白
濵　

ノ
ブ

孫
娘
ユ
ー
モ
ア
混
じ
え
女
子
大
の
生
活
語
る
笑
顔
は
じ
け
て 

上　

野　

亀
澤　

笑
子

盆
あ
け
の
奥
つ
城
に
花
と
り
か
へ
る
を
り
を
り
過
ぎ
る
秋
色
の
風 

脇　

本　

野
村　

克
江

人
け
な
き
夕
べ
散
歩
の
川
つ
つ
み
赤
と
ん
ぼ
つ
と
肩
に
と
ま
れ
り 

脇　

本　

宮
原　

範
子

若
く
逝
き
し
母
の
絣
の
ま
ぶ
し
か
り
時
折
そ
つ
と
箪
笥
を
の
ぞ
く 

上　

野　

有
田
イ
チ
エ

幼
子
は
隔
世
遺
伝
か
父
母
よ
り
も
そ
の
祖
父
に
似
る
笑
顔
と
寝
顔 

脇　

本　

赤
﨑　

タ
エ

子
を
連
れ
て
夫
と
満
州
に
さ
す
ら
ひ
し
敗
戦
思
は
る
八
月
の
空 

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

老
の
身
に
三
十
五
度
の
こ
の
猛
暑
あ
と
ふ
た
月
と
空
仰
ぎ
を
り 

新　

町　

遠
矢　
　

律

自
転
車
に
乗
れ
ぬ
父
な
り
ひ
た
す
ら
に
戦
時
国
債
売
り
歩
き
し
と
ふ 

上　

野　

河
南
誠
一
郎

わ
く
ら
葉
を
散
ら
す
桜
の
老
木
を
鳩
と
見
て
い
る
八
月
六
日 

折　

口　

別
府　

義
明

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

永
尾　

歩ほ

都と　

亮　

治
（
上　

原
）

永
尾　

宙ら

都み　

亮　

治
（
上　

原
）

早
稲
田　

鈴り
ん　

　

誠　

（
上　

野
）

山
崎　
　

明め
い　

　

悟　

（　

潟　

）

上
野　

雄た
け

琉る　

隆　

志
（
陳
之
尾
）

塩
入　

咲さ

幸ゆ
き　

俊　

郎
（　

潟　

）

黒
皮　

奏そ

空ら　

勝　

紀
（
牧　

内
）

宮
原　

颯そ
う

大た　

俊　

明
（
牧　

内
）

嶋　
　

貫
雄
70
（
永
田
上
）
ヨ
シ
ヱ

堀

ハ
ル
ミ
90
（　

浦　

）
幸　

治

峯　
　

文
子
76
（
波　

留
）
德　

一

猿
樂　

善
吉
78
（
佐　

潟
）
照　

男

槝
之
浦
ト
キ
ノ
83
（
槝
之
浦
西
）
金　

吉

花
木
ス
ミ
子
85
（
仲
仁
田
）
純　

利

倉
津　

コ
ト
87
（
倉　

津
）
昭　

徳

中
野　

正
昭
84
（
脇
本
浜
）
フ
ジ
ヱ

寺
地　

ヨ
セ
93
（
尻
無
下
）
ナ　

ル

福
浦　

長
吉
81
（
黒
之
浜
）
和　

吉

南　
　

フ
ジ
96
（
脇
本
浜
）
懸
野
﨑
達
雄

冨
吉　

ミ
ヱ
90
（　

潟　

）
昭　

男

的
塲
フ
ミ
ヱ
99
（
的　

場
）
博　

美

折
口　

純
義
86
（
牟　

田
）
ト
ナ
セ

牛
濵　

盛
雄
80
（
牛
之
浜
）
セ　

ツ

赤
木　

義
衛
97
（
槝
之
浦
西
）
フ　

ヂ

富
濵　

貞
子
85
（
瀬
之
浦
下
）
博　

美

福
田　

良
昭
69
（
永
田
上
）
出
口
和
盛

花
田
ヱ
ツ
ノ
91
（　

潟　

）
洋　

一

山
下　

雪
子
54
（
大　

丸
）　

忍

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）
代
表
者

人のうごき
10月１日現在
（　）は前月比

人　口
23,781人
（－9人）

男
11,122人
（－1人）

女
12,659人
（－8人）

世帯数
10,753世帯
（＋4世帯）

出 生 8人
死 亡 20人
転 入 35人
転 出 32人

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

原子力発電施設等見学会への
参加者を募集します

市では、原子力発電所の運転実態を確認し、原子力発

電などのエネルギーに関する知識を深めていただくこと

を目的とした原子力発電施設等見学会の参加者を募集し

ます。

◇日　　程

11月20日㈯・21日㈰の１泊２日

◇見学箇所

玄海原子力発電所、玄海エネルギーパーク、九州エネ

ルギー館

◇募集定員　20名

◇応募資格

市内居住者で平成４年４月１日以前に生まれた者で参

加したことのない者

◇応募方法

企画調整課備え付けの申込用紙により、同課窓口へお

申し込みください。

◇募集期間　10月18日㈪から10月22日㈮まで

◇受付期間　午前９時から午後５時まで

◇選考方法　申込順とします。

＊申込み時と参加時には、写真付きの公的身分証明書が

必要です。

＊申込みは、窓口への直接提出のみ受け付けます。（電話、

ＦＡＸ、郵送、電子メールでは受付を行いません。）

＊３名以上のグループ等の申込みはできません。（お一人

で２名分まで申込みできます。）

＊参加者には、アンケートにご回答いただきます。

※問い合わせ先　企画調整課企画推進係

☎７３－１２１１（内線１２３１）
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

小

屋　

祐

樹
さ
ん
™2

◇趣味は何ですか・・・

いろんな焼酎を飲んで、知ること

◇理想の異性像は・・・

一緒にいて元気が出る人

◇興味のあることは何ですか

愛車で遠出をすること。青いスポーツカー

を見かけたら声かけてくださいZ

◇将来の夢は何ですか・・・

居酒屋とかやれたらなと

★入れ歯でお悩みのかた
★口元を美しくしたい方
★口臭でお悩みの方
＊相談前に、インプラント・歯周病についての治療法・治療費・治療期
　間についてお知りになりたい方には、小冊子を差し上げております。
　お名前・住所・電話番号をお書きの上、下記FAXまたはお電話にて
　お申し込みください。

お気軽にご相談く
ださい（相談料は
かかりません）

ひかり歯科クリニック
☆FAXは24時間受付けております☆ 水俣市大黒町2-3-12

0120-44-8148
0996-72-4264
0120-35-4144
0966-62-4147

阿久根市塩鶴町1-43 �
FAX

�
FAX
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私たち、勝目道場　子供グループは、昨年６
月から週１回練習を重ねています。まだ、練習
を始めたばかりですが、綺麗な衣装を着てボラ
ンティアでお祭りや敬老会などに出演していま
す。
こんな私たちと、一緒に楽しく太鼓をたたき
ませんか。練習は、毎週火曜日午後６時半から
高松公民館で行っています。太鼓に興味のある
子供や太鼓が好きな子供は、お気軽に見学しに
来てください。お待ちしています。

勝昇流龍昇太鼓
勝目道場　子供グループ

サークル紹介

こいじゃが 阿久根 音楽フェス ２０１０
◇日　時　11月14日㈰　13時開演

◇場　所　阿久根市民会館

◇出　演　ＨＡＹＡＢＵＳＡ（アクネ大使）

エガンセ　倉津義久（アクネ大使）

SunSet Swish（スペシャルゲスト）ほか
＊前売り券は、一般 2,000円、小・中学生 1,000円で
阿久根商工会議所などで発売中です。

※問い合わせ　こいじゃが実行委員会

☎0996-72-0469　☎090-5471-7739

西の高突山（600ｍ）登山会
◇日　時　11月14日㈰

８時に阿久根市役所駐車場集合
◇コース　本之牟礼分校跡地から西の高突山までの

往復
◇参加料　500円（一日保険代等）

なお、高校生以下は無料
＊参加希望の方は、11月５日㈮までにお申し込みく
ださい。先着50名。

＊参加される方は、雨具と昼食を持参してください。
※申込み先　阿久根市山好会　谷口

☎0996-73-4276　FAX 0996-72-0158


